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ばいじんの薬剤処理システムの実験的研究
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1 .はじめに

平成 4年 7月に、 「寵棄物の処理及び清掃に関する法律j の一部が改正、施行されたことに

伴い、特別管理一般麗棄物に指定きれた fばいじんJは埋立処分する前に中間処理(溶融問化、

セメント国化、薬剤j処理、酸その他の溶媒による安定化、のいずれか〉を行なうことが義務付

けられた。'*実験では指定された中間処理方法のうち従来から用いられてきた fセメント国

イヒJ及び f薬剤処埋Jについて、 PbやHgの溶出性の高いばいじんの最適処理システムを見

い出すために実験を行なった o 以下にその内容を報告する。

2 .実験の自的

ごみ焼却炉の排ガス処理設備は、 fダイオキシン類発生防止等ガイドラインJに基づき、集

じん方式が低温集じん機であるパグフィルタに移行し、有害ガス除去の高度化ともあいまって

アルカリ剤の添加量が増加している。これらから排出されるばいじんは pHが高く、 Pb 、Hg

の溶出性が高くなる傾向にある。本実験はこのようなばいじんの最適処理方法の検討を日的と

した。

3 .薬剤処国システムの検討

3 -1 ばいじんの性状と溶出櫨

本実験では 4種類の供試ばいじんを用意した。

①ON灰:ストーカ伊EP灰 (アルカリ添加有、排ガス処理方式 f乾式J) 

@F灰 :ストーカ伊パグフィルタ灰〈アルカリ添加有、排ガス処理方式「半乾式J) 

@OH灰:ストーカ炉パグフィルタ灰(アルカリ添加有、排ガス処理方式 f半乾式J) 

④M灰 :ストーカ炉EP灰 (アルカリ添加無、排ガス処理方式 f湿式J) 

表-1、表-2に供試ばいじんの重金儲含有量及び溶出催を示す o 0 N灰、 M灰は処理なし

で埋立溶出基準舗を下回っている。これに比べてF灰、 OH灰は学乾式パグフィルタ灰のため

に、 pHが12と高く、 Hgや同性金属である Pbの溶出値が高い。今回は特にOH灰について

テープルテストを行なった。

3… 2 実験方法

供試ばいじんと薬剤と水を乳鉢で湛

練し、 3--5日間養生後に重金属の溶

出試験を行なった。溶出試験は環告13

号法に準じて行ない、重金属の溶出試

験は Pb、Hg、Cdを中心に行なっ

Tこ。

表-1 供試ばいじんの重金属含有量

会手Z盛(mglkg)

表-2 供試ばいじんの重金属溶出健

溶出f~(mgfl)

3 -3 セメント及びキレートの効果 名称 Pb Cd Itg Cr.f A，s CN PII 

ONJf- 0.12 <0.01 <0.0005 0.41 <0.01 <0.01 10.2 

F灰 73 <0.01 0.0082 <0.05 <0.01 <0.01 12.0 

011[疋 73 <0.01 0.038 <0.05 <0.01 <0.自I ) 1.9 

MI:K 0.08 <0.01 <0.0005 <0.05 <0.01 <0.01 10.2 

iH:J1銭司買値 3 0.3 0.005 1.5 1.5 1 .嶋.

セメントの効果をみるためにOH灰

にボルトランドセメントを用いて乳鉢

混練を行ない、 Pbの溶出試験を行な

っfこ。
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の割合で行ない、

メント添加率の変化による Pb溶出憶を調査し

た結果を留一 Iに示す。この結果から OH灰に

対してセメント単独の臨化では、 Pb溶出防止

は難しいと言える。

またキレートの効果を見るために数種類のキ

レートについてOH灰と乳鉢混練を行い、 pbm 

セ(w t %) 100:5--30:35 

の溶出試験を行なった。

添加率はばいじん:キレート:水口100:3or

の割合で行なった。

これらのキレートの中でPb溶出防止効果の

w t %) 5:30 ( 
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セメント添加率の変化による

Pb溶出値の変化
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。
際灰キレート添加率と Pb溶

出憧の関係について調査した結果を図-2に示

す。

高いキレートを選び、
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この結果から OH灰に対してキレート処理を

行なう場合、キレート添加率が 5%以上必要で

あり、処理コストは非常に高くなる。

そこでより安定した性能と、より安価な処理

コストを実現する処理システムが必要となる。

最適処理システム
m 

C dの水酸化物の溶解度を示

Pbでは pH憶により溶解度の極小磁が
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漉練する方法である。

今回 pH調整浄!としてAとBの2種類を検討

した。 pH調整弗IJAとBを各々、ばいじんに添

加混練した混練物を比べると、

は吸湿性が高く、腐食性も高い。

pH調整~JB で

これに比べ、

pp恨

0.1 

0.01 

間-3にPb、

すが、

存:tf:する。

今回採用した処理システムはばいじん処理に

無機凝集剤を pH調整浄!として用い、 pHを9

-10.5付近 (Pbの諮解度が最低である pH域

9 --10.5)になるように混練し、水銀の溶出が

多いばいじんに関してはキレートを添加し再び

pH調整剤Aはハンドリング性が良いためテー

プルテストに pH調整浄'IAを採用した。

間-4にpHの変化による Pb溶出値の変化

を示す。この結果では pH8-11では Pbの捺

出は溶出基準慌 3mg〆Eを下回り pHの上昇と
共に溶出健が増加する。図-5にpHの変化に

よる Hg溶出櫨の変化を示す。

r p H調整剤のみj 添加しでも、

14 8 6 
この結果では

Hgの溶出基
Cdの水酸化物の溶解度Pb 、関-3 
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準値0.005mg/ 1zは下回らない。



，. 
壇且昌司陣儲

四 1ftr p H調整斉11+キレート0.2%以上j

添加の場合、 Hgの溶出値は基準値O.005mg

/l!を下回っている。図-4、割-5から Pb 、

Hgの溶出防止に関しては キr p H調整斉1I十

の添加により基準値をクリ

しかし

レートO.2 J1I以上j

アすることが可能であった。
pb 

図-6にpHの変化による Cd溶出値の変化

を示す。 pHが9.5以下になると、 Cdが徐々

に溶出してくるが基準錨O.3m/ R， は下関ってい

る。

ランニングコスト3 -5 
12.5 常

fキレート処理単独j

のランニングコスト

とOH灰について

pH調整剤A+キレート j
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の比較を表-3に示す。荊者に比べて、後者は

約 1/3であり、ランニングコストとしても後

者のほうが安いと

最適処理フロー

図-7に今回の処理システムを用いた場合の

フローシート例を恭す。

キレートは硫黄分を多く含むために pH調整

期!と麗接混ざると pHが酸性側に移行し Hz

を発生する危険性があるため、 j昆練機に 2か所

の添加ノズルを設けて上流側を pH調整剤との

混練用、下流損IJをキレート弗!との混練用として

l台の混練機で連続的に処理できるシステムと

える。
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ランニングコスト比較

項釘 キレート K pll将!U4A

単飯 900内 20-25円

(kg~怒り〉

5 '6の吻合 pHを11付

1トンの飛灰を 近に下げる

概念

処思したt混合の 45000円 11600 -

14500伺

処理軍E費用

+キレート

0.2 % 

巴 13400-

16300 PJ 

表-3 

図-5 
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pHの変化による Cd溶出健の変化

した。
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4 .おわりに

以上の結果より次のことが言える。

iRl束Di't習

ダユト供給コンペヤ

j昆練椴

1 )半乾式パグフィルタ灰のように Pb、Hgの溶出犠が高い飛灰に対しては、 r p H調整剤

一トキレート処理Jが有効である。

2) r p H調整剤+キレート処理j は fキレート単独j に比べてランニングコストが安い。

3"> r p H 語整浄~+キレート処理j の処理システムは H 2 S発生対策を必要とするが、 pH調

整部とキレート混練部を独立させた混線機を使用することにより問題な〈処理することがで

きる。

今後はフィールドテスト等による確認を行う予定である。
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